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はじめに
教育を実施する上で，学生が科目内容や方法に興味・
関心を示し，最終的に満足感を得て学習を終了できるこ
とは重要なことである．それは学習への動機づけとなり，
さらには学生にその科目への期待を抱かせる一助となる．
教員は，学生の興味・関心をいかに引きだすか，学生を
どう動機づけるか，学生の満足感を高めるにはどのよう
な支援ができるのかについて，継続して検討することは
重要と考える．
臨地実習においても同様のことがいえる．しかし，看
護学生の中には，臨地実習に関心を示さない者も多く見
られるようになってきている．この要因としては，看護
を志向していない，対人関係がうまく結べない，さらに
は，実習場で看護を志すのを中断するような出来事に遭
遇した，などが考えられる．
臨地実習において教員は，学生を動機づけ，満足の高
い実習を行うには，どのような支援をする必要があるの
であろうか．先行研究においては，学生への動機づけに
関しては，臨床場面からの分析１）や，教員との関わりの
場面における分析２）などが行われている．一方，実習に
おける満足感３－７）や学生がもつ困惑や困難８），学生の自
己評価からみた学習成果９－１０）などからは，教員が学生を
どのように支援するかについての課題が示されている．
しかし，臨地実習における学生の自己評価と，満足感と
の関連についての先行研究は見あたらない．
今回，初回基礎看護学実習において，看護学生が目標
にどの程度到達したか否かを，評価表に基づいて自己評
価させた．学生の自己評価の結果と，学生の実習に対す
る満足度の程度を比較し，学生が満足感をもつには，学
生をどう支援したらよいのかについて検討した．
目 的
次年度の実習指導の一助とするために，初回基礎看護
学実習で学生が実施した自己評価から，目標到達と満足
感の程度，およびそれらの関連を検討し，学生への支援
のあり方を明らかにする．
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１．対象
A看護系大学１年生で，２００５年度開講の基礎看護学
実習を受講した７９人のうち，研究に承諾の得られた６０人
（７５．９％）である．
２．期間
２００５年９月開講の基礎看護学実習開始から終了後２週
間までとした．
３．データ収集方法
実習終了日に，実習の７目標に実習に臨む姿勢や態度
を加えた，３０項目の細目標を設定し，到達度について５
段階による学生自身の評価を実施した．
行動目標についての評価基準は，「到達できた」を５
とし，「まあ到達できた」を４，「どちらともいえない」
を３，「あまり到達できなかった」を２，「到達できなかっ
た」を１とした．実習に対する満足感の評価基準は，「非
常に満足である」を５とし，「満足である」を４，「どち
らともいえない」を３，「あまり満足していない」を２，
「全く満足していない」を１とした．
４．分析
目標到達への評価および満足感に関しての分析は，項
目別に単純集計し，人数と百分率を算出した．その後，
目標への到達基準の「到達できた」と「まあ到達できた」
を「到達できた」とし，「どちらともいえない」はその
ままで，「あまり到達できなかった」と「到達できなかっ
た」を「到達できなかった」に３区分して，人数と百分
率を算出した．さらに，目標到達と満足感との間で
Spearmanの順位相関係数を求め関連をみた．
５．倫理的配慮
学生には，調査の目的，調査内容と成績は無関係であ
ること，プライバシーを守ること，拒否しても不利益を
被らないこと，公表の是非について説明し，承諾を得た．
初回基礎看護学実習の概要
初回基礎看護学実習は，１年次９月に１週間病棟実習
を行い，看護学概論で学習した知識を臨床の場で統合す
る科目として位置づけられている．学生は入学後から７
月までに学習する看護学概論１単位（３０時間）の内容，
特に入院患者の生活環境や，看護活動の実施場面を観察
し，ナイチンゲールやヘンダーソンの看護論を用いてク
リティークし，看護についての学習を深めることを目的
としている．
学生には目標として，①入院患者の生活環境の実態把
握，②医療チームメンバーの各々の役割とメンバー間の
連携のあり方，③医療チームにおける看護師の位置・役
割，④看護活動についての説明，⑤ナイチンゲール，ヘ
ンダーソンの概念モデルを比較照合資料として，入院患
者の環境・健康・看護とそれらの関連について，⑥今後
学習する科目の学習の必要性，⑦自己の興味・関心を持
つ課題を探索する，の７目標を明示している．
学生は，１週間の実習期間中に目標到達できるように，
事前・事後学習やグループ討論などの学習を行いながら，
実習に臨んでいる．実習までに終了している科目は，共
通教育科目の一部と，ボランティア論や保健学概論，介
護実習，形態機能論の一部である．その他に専門科目と
しては看護学概論の科目が終了している．
結 果
看護学生の実習に対する満足感は，「非常に満足であ
る」と回答した者は２５名（４１．７％），「満足である」は１６
名（２６．７％），「どちらともいえない」の回答は１１名
（１８．３％），「あまり満足していない」は７名（１１．７％），
「全く満足していない」と回答した者は１名（１．６％）
であった（表１）．
学生の目標到達をみたのが表２である．３０項目中６０％
以上の学生が「到達した」と回答した項目は２５項目であっ
た．その中で９０％以上の学生が到達したと回答した項目
は，患者の外的環境が把握できる（９６．６％），病棟にお
ける看護師の業務を説明できる（９３．３％），目標到達に
努力できる（９３．３％），看護の場に対して関心を示す
（９５．０％），丁寧な言葉遣いができる（９１．７％），清潔な
表１ 看護学生の実習に対する満足度の割合
n＝６０
評 価 基 準 人（％）
非常に満足である
満足である
どちらともいえない
あまり満足していない
全く満足していない
２５（４１．７）
１６（２６．７）
１１（１８．３）
７（１１．７）
１（１．６）
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服装ができる（９１．７％），グループのまとめに努力でき
る（９５．０％）であった．到達したと回答した学生が６０％
以下の項目は，病棟における特殊なケアについて分かる
（５８．４％），療養の場や環境を，既習の看護理論を用い
て分析・考察できる（５５．０％），自己の
課題内容の理由を説明できる（５３．４％），
課題達成に向けた方法をあげる（３８．３％），
発表・質疑に積極的に関わる（３５．０％）
の５項目であった．目標到達と満足度と
の間における相関を Spearman順位相
関でみた．その結果，看護方式とその中
における役割を説明できる（r＝０．３２８，
p＜０．０５），療養の場や環境と，既習の看護理論と照合
できる（r＝０．３５５，p＜０．０５），実習目的が明確化できる
（r＝０．３１５，p＜０．０１），目標到達に努力できる（r＝０．３１４，
p＜０．０５）の項目間で相関を認めた（表３）．
表２ 看護学生の自己評価による目標到達割合
n＝６０ 人（％）
目 標
評 価 基 準
評 価 項 目
到達
できた
どちらとも
いえない
到達でき
なかった
①患者の生活環境の把握 患者の外的環境が把握できる
患者の心理状態について把握できる
患者が生活する場としての環境を把握できる
治療・看護を受ける場としての環境を把握できる
５８（９６．６）
３６（６０．０）
５３（８８．３）
４５（７５．０）
０（０．０）
１９（３１．７）
６（１０．０）
９（１５．０）
２（３．３）
５（８．３）
１（１．６）
６（１０．０）
②チームメンバーの役割と
連携
医療チームメンバーの職種と役割が分かる
医療チームの連携の方法を説明できる
４６（７６．６）
４１（６８．３）
１０（１６．７）
１２（２０．０）
４（６．７）
７（１１．７）
③④看護師の位置・役割，
看護活動内容
病棟における看護師の業務を説明できる
職位別役割が分かる
看護方式とその中における役割を説明できる
病棟における特殊なケアについて分かる
５６（９３．３）
４５（７５．０）
４５（７５．０）
３５（５８．４）
３（５．０）
９（１５．０）
１４（２３．４）
１７（２８．３）
１（１．６）
６（１０．０）
１（１．６）
８（１３．３）
⑤理論との照合・分析 療養の場や環境と，既習の看護理論と照合できる
療養の場や環境を，既習の看護理論を用いて分析・考察できる
４２（７０．０）
３３（５５．０）
１３（２１．７）
２２（３６．７）
５（８．３）
５（８．３）
⑥学習の必要性 既習の学習内容の復習の必要性が分かる
今後の学習の必要性が説明できる
４２（７０．０）
５３（８８．３）
１６（２６．７）
６（１０．０）
２（３．３）
１（１．６）
⑦課題の明確化 自己の課題が明確にできる
自己の課題内容の理由を説明できる
課題達成に向けた方法をあげる
４５（７５．０）
３２（５３．４）
２３（３８．３）
１４（２３．４）
２３（３８．３）
２９（４８．３）
１（１．６）
５（８．３）
８（１３．３）
⑧実習に臨む姿勢
実習前
実習目的が明確化できる
グループにおける役割がとれる
グループで積極的，建設的に意見をのべる
事前学習ができる
５２（８６．７）
４６（７６．６）
４８（８０．０）
４６（７６．６）
７（１１．７）
１４（２３．４）
１１（１８．４）
１０（１６．７）
１（１．６）
０（０．０）
１（１．６）
４（６．７）
実習中 目標到達に向けた行動ができる
目標到達に努力できる
看護の場に対して関心を示す
丁寧な言葉遣いができる
清潔な服装ができる
４９（８１．７）
５６（９３．３）
５７（９５．０）
５５（９１．７）
５５（９１．７）
１０（１６．７）
４（６．７）
３（５．０）
５（８．３）
３（５．０）
１（１．６）
０（０．０）
０（０．０）
０（０．０）
２（３．３）
実習後 実習終了後、グループで積極的、建設的に意見をのべる
グループでのまとめに努力できる
発表・質疑に積極的に関わる
個人レポートが課題通り作成できる
５３（８８．３）
５７（９５．０）
２１（３５．０）
４３（７１．６）
７（１１．７）
３（５．０）
２３（３８．３）
１４（２３．４）
０（０．０）
０（０．０）
１６（２６．７）
３（５．０）
注）評価項目は目標ごとの細目標
表３ 看護学生の実習に対する満足度と自己評価得点との相関
n＝６０
評 価 項 目 Spearmanの順位相関係数（r）
看護方式とその中における役割を説明できる
療養の場や環境と，既習の看護理論と照合できる
実習目的が明確化できる
目標到達に努力できる
０．３２８ ＊
０．３５５ ＊
０．３１５ ＊＊
０．３１４ ＊
＊ p＜０．０５
＊＊ p＜０．０１
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考 察
看護学生が意欲的に実習に臨むには，実習への動機づ
けや，実習に関する満足感がもてるように教員が支援す
ることが重要となる．
初回基礎看護学実習において，学生の自己評価から目
標到達をみると，この実習の目的とする看護の役割機能
の一部や，入院患者の生活環境への理解については，目
標到達にむけた努力の結果が現れている．しかし，既習
の理論との照合・分析や，さらに自己の課題の明確化と
その方法，発表・質疑などへの積極的な関わりについて
は，目標到達への割合が低い．
このことは，学生は入院患者の環境や看護師の活動内
容を把握しようとしているものの，観察した内容の分析
に困難をきたしているものと考える．これは学生の分析
力や批判的思考力が，未だ十分に育成されていない状態
であると判断できる．学生はたくさんの情報を収集して
いるが，それらをどのように収束するかの能力が十分で
ないと考えられる．今後教員は，学生の思考力を向上す
るような問いかけ，情報を収束する思考や分析について，
指導していくことが重要である．
次に，学生の満足感の程度と目標到達との関連では，
前述した項目と同様，看護の役割機能や既習の理論との
照合・分析などの，目標到達と満足感が影響し合ってい
る．さらに実習に臨んで実習目的を明確化できていたか
否かや，目標到達への努力を行ったか否かが満足感と関
連している．目標到達に向けては，個々の学生が努力し
ていると観察できた．しかし，学生は，もう少し努力し
たらもっと満足いく実習ができたのではないかと考えて
いるようだ．実習に対する自己評価による満足感と目標
到達との関連から，実習の目的・目標を十分に理解させ
ることと，実習場で何を目的として実習することが求め
られているかを，折に触れて学生に想起させながら実習
に臨ませること，さらに学生の批判的思考力が向上する
ような支援の必要性が示唆された．
以上の結果を踏まえ，次年度から学生に対するよりき
め細かなオリエンテーションと，実習期間中は学生には
必要に応じて目標想起させることと，目標への到達レベ
ルを評価させながら実習を遂行していき，学生が満足の
いく実習を体験でき，目標到達がはかられるように計画
していきたいと考えている．
結 論
初回基礎看護学実習において，学生が自己評価した目
標達成と満足感との関連を分析し，以下の事が明らかと
なった．
１．初回基礎看護学実習に対して６割の学生は，満足で
あると回答していた．
２．実習に対する満足感と目標到達との関連では，看護
方式の中における役割や，入院患者の生活の場や環境
を既習の看護理論をもちいて分析・考察することにつ
いて，さらに目的の明確化や目標到達への努力の程度
が満足感に影響していた．
学生が実習に積極的に取り組み，満足感をもって実
習を行うために教員は，学生全員が実習目的・目標に
ついて理解し，学生の実習への関心や興味を強化でき
るような支援や，実習の期間を通して目標到達できる
ように，また思考力育成にむけた支援が重要である．
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The relationship between self-assesment and satisfaction regarding goal
attainment of students in initial basic practical training in nursing
Hiroko Kondo
Major in Nursing, School of Health Sciences, The University of Tokushima,Tokushima, Japan
Abstract In order to provide an aid to practical training guidance starting next year, self-assessment using
a５-level scale was conducted regarding goal attainment and satisfaction in initial basic practical training in
nursing, taking as subjects６０first year students at Nursing University A.
In self-assessment,６０％ of the students responded that they were satisfied with practical training. Look-
ing at the relationship between attainment of practical training goals and satisfaction with practical training,
satisfaction was found to be related to analysis and discussion of the patient hospitalization environment and
the role in the nursing system using already studied nursing theory, and to clarification of purposes, and
work to achieve goals. These results suggest that instructors should consider explanations and methods
which enable students to adequately understand the purposes/goals of practical training, and should pro-
vide support to develop critical thinking skills and further strengthen concern with and interest in practical
training.
Key words : nursing student, initial basic practical training in nursing, self-assessment, attainment of prac-
tical training goals, satisfaction
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